
2021/9/27

【注射】 1 7 8 14 15 21 22 28

≪主管①≫
1 瓶

キープ用

点滴注射 
＜側管①＞

5 瓶
1 瓶

30分かけて  
ダラザレックスの投与1時間前に投与開始する

点滴注射
＜側管②＞

1 瓶

フラッシュ用

点滴注射

＜側管③＞ 初回

0.001 mL

＜側管③＞ 2回目以降

0.001 mL

＜側管④＞

1 瓶

フラッシュ用

点滴注射 

● ● ● ●

初回→血/化療/≦8h
2回目以降→血/化療/≦5h

【内服】 1 7 8 14 15 21 22 28

レブラミドカプセル5mg 5 カプセル

1日1回　経口投与

カロナール錠200mg 2 錠
レスタミン錠10mg 3 錠

ダラザレックスの1時間前（院内処方）

多発性骨髄腫

● ● ● ●

１クール日数 28日

●

●

●

●

上限クール数 2

投与量＼day

●
(1ｻｲｸﾙ目)

● ●

（多発性骨髄腫）ＤＬｄ療法1～2サイクル（1～8週）

適応

■ダラザレックス点滴静注（100/400）

レジメン名

生理食塩液【１００】ｍＬ/瓶

デキサート注射液【6.6】mg･2mL/瓶

生理食塩液【１００】ｍＬ/瓶

生理食塩液バッグ「フソー」【1000】ｍＬ/袋

●

●
(2ｻｲｸﾙ目)

生理食塩液【５０】ｍＬ/瓶

16mg/kg

生理食塩液【50】ｍＬ/瓶

希釈後の総量を1000mLとし、50mL/時で開始す
る。忍容性が良好であれば、別表の通り希釈
後の総量、投与速度を変更可

● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

投与量＼day

●

■ダラザレックス点滴静注（100/400） 16mg/kg

テルモ生食【500】ｍＬ/袋（点滴用）

希釈後の総量を500mLとし、50mL/時で開始す
る。忍容性が良好であれば、別表の通り希釈
後の総量、投与速度を変更可

フィルター付輸液セット
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2021/9/27

【注射】 1 7 8 14 15 21 22 28

≪主管①≫

1 瓶
キープ用

点滴注射 

＜側管①＞
5 瓶
1 瓶

30分かけて  
ダラザレックスの投与1時間前に投与開始する

点滴注射
＜側管②＞

1 瓶

フラッシュ用

点滴注射
＜側管③＞

0.001 mL

＜側管④＞

1 瓶

フラッシュ用

点滴注射 

● ●

2回目以降→血/化療/≦5h

【内服】 1 7 8 14 15 21 22 28

レブラミドカプセル5mg 5 カプセル

1日1回　経口投与

レナデックス錠4mg 10 錠

1日1回　経口投与

カロナール錠200mg 2 錠

レスタミン錠10mg 3 錠

ダラザレックスの1時間前（院内処方）

●

●

生理食塩液【５０】ｍＬ/瓶

フィルター付輸液セット

●

■ダラザレックス点滴静注（100/400） 16mg/kg

希釈後の総量を500mLとし、50mL/時で開始す
る。忍容性が良好であれば、別表の通り希釈
後の総量、投与速度を変更可

● ●

生理食塩液【50】ｍＬ/瓶

●

●

● ●

レジメン名 （多発性骨髄腫）ＤＬｄ療法3～6サイクル（9～24週）

適応 多発性骨髄腫

１クール日数 28日

上限クール数 4

投与量＼day

● ●
生理食塩液【１００】ｍＬ/瓶

●

デキサート注射液【6.6】mg･2mL/瓶
生理食塩液【１００】ｍＬ/瓶

テルモ生食【500】ｍＬ/袋（点滴用） ● ●

投与量＼day

●

day1に院内処方 
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2021/9/27

【注射】 1 7 8 14 15 21 22 28

≪主管①≫
1 瓶

キープ用

点滴注射 
＜側管①＞

5 瓶
1 瓶

30分かけて  
ダラザレックスの投与1時間前に投与開始する

点滴注射
＜側管②＞

1 瓶

フラッシュ用
点滴注射

＜側管③＞

0.001 mL

＜側管④＞

1 瓶
フラッシュ用

点滴注射 

●
2回目以降→血/化療/≦5h

【内服】 1 7 8 14 15 21 22 28

レブラミドカプセル5mg 5 カプセル

1日1回　経口投与

レナデックス錠4mg 10 錠

1日1回　経口投与

カロナール錠200mg 2 錠

レスタミン錠10mg 3 錠

ダラザレックスの1時間前（院内処方）

●

●
生理食塩液【50】ｍＬ/瓶

●

■ダラザレックス点滴静注（100/400） 16mg/kg

テルモ生食【500】ｍＬ/袋（点滴用）

希釈後の総量を500mLとし、50mL/時で開始す
る。忍容性が良好であれば、別表の通り希釈
後の総量、投与速度を変更可

●
生理食塩液【５０】ｍＬ/瓶

フィルター付輸液セット

投与量＼day

●
● ● ●

●

レジメン名 （多発性骨髄腫）ＤＬｄ療法7サイクル以降（25週以降）

適応 多発性骨髄腫
１クール日数 28日

上限クール数 なし

デキサート注射液【6.6】mg･2mL/瓶

生理食塩液【１００】ｍＬ/瓶

投与量＼day

●
生理食塩液【１００】ｍＬ/瓶

day1に院内処方 

山形済生病院　抗癌剤レジメン管理システム　登録レジメン


